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 李 恩兒氏の学位申請論文を下記の審査委員会は、スポーツ科学研究科の委嘱をうけ審査
をしてきましたが、2008 年 12 月 16 日に審査を終了しましたので、ここにその結果をご報
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２．論文題名   地域高齢者ボランティア組織による自主的な介護予防推進活動の事例検証 
 
３．本文 
（１）本論文の主旨 
 本論文は、元気高齢者向けの介護予防一般高齢者施策として、介護予防に関わるボランティア
の人材育成および地域活動組織の育成・支援のあり方について考察した研究である。本論文は、
地域在住の一般高齢者における健康増進、さらには元気な高齢者が地域での介護予防活動を展
開することで、地域での支え合いをもたらすことにも通じる重要なテーマであるといえる。 
第１章および第 2 章では、高齢社会の状況および先行研究の概覧を踏まえた問題提起と目的
設定がなされた。第３章では、地域高齢者を対象とした体操教室等の健康増進事業を実施してい
る埼玉県狭山市のボランティア団体「青空の会」について紹介し、第４章では、同会の設立過程の
調査分析結果から組織立ち上げを可能とした関連要因について検証した。第５章では、その活動
状況および運営に関する課題について調査を行い、運営上の課題を定量的に抽出するとともに、
行政の関与の重要性について検証した。これら第３章から第５章までの本論文の検証から得た知
見を基に、地域高齢者ボランティアが自主的に行う健康増進事業の自主的組織運営について、第
６章で考察する構成になっている。 
 
（２）本論文の構成と概要 
 本論文は第１章から第６章までの本論と引用文献で構成されている。 
 まず、第１章「高齢社会の状況および先行研究の概要」および第 2 章「本論文の目的および構
成」では、社会調査による高齢化の現状や背景について述べ、介護予防事業の現状、高齢者の
ボランティア活動、地域のグループ活動に関する先行研究の結果を踏まえて、これらに対する問
題を提起している。本論文の目的は、地域高齢者ボランティアが自主的に健康増進を目的とし
た活動を実施している組織を事例に、組織の設立過程の検討および運営を継続するための
課題を明らかにすることであった。 
次に、第３章「介護予防推進活動を実践している地域高齢者ボランティア組織の事例」では、高
齢者を対象として体操教室等の健康増進事業を行っている埼玉県狭山市のボランティア団体「青
空の会」の活動内容・運営状況などについて紹介した。2006 年 7～12 月に役員やグループ立ち上
げ時からの関与者、行政職員にインタビュー調査を行うとともに、関連資料を収集し、質的データ
分析を行った。組織の運営を進める上の課題として、指導者の問題（人材不足）、参加者の問
題（新規参加者がなかなか集まらない）、プログラム内容（科学的な裏付けの観点から自信が
持てない）、ボランティア活動の限界などが観察された。 
第４章「介護予防推進活動を実践している地域高齢者ボランティア組織の設立過程分析」では、
「青空の会」の設立過程を分析し、その設立を可能にした関連要因について調べることを目的とし
た。第３章と同様なインタビュー調査および関連資料を用いての質的データ分析を行った。その結
果、「既存組織の継承」、「人材発掘・研鑽機能」、「行政の役割」、という 3 つの要因の重要性が浮
かび上がった。 
 さらに、第５章「介護予防推進活動を実践している地域高齢者ボランティア組織の継続運営上の
課題抽出」では、第３章および第４章で観察された課題に基づき、継続運営していく上での課題に
ついて定量的に抽出した。調査方法は、1)会員の活動参加回数に関する分析、2)運営上の課題
に関する質問紙調査、の 2 つが用いられた。会員の活動状況を把握するために、2005 年 4 月から
2006 年3 月までの実施報告書から、会員各々の活動回数を把握した。また、運営上の課題に関す
る調査として、63 名の会員を対象に質問紙調査を行った。本章の主要な知見は、①組織運営上の
一般的な課題として「人材育成」や「参加者募集」の問題があり、積極的に活動する者に特異的に
認知される課題として、「指導者の手配」および「プログラムの内容（良質のプログラムを維持するこ
と）」があげられたということ、②「青空の会」の活動を支える人材育成システムとして、行政（狭山
市）が主催する｢レクリエーション学科｣という教育プログラムが重要な意味を持っていることが明らか
になった。 
以上の研究結果を踏まえて、第６章「総合論議」では、本研究で得られた知見と今後の課題につ
いて述べている。「青空の会」の特徴として、「地域に還元可能な生涯学習プログラムおよび実践
場所の重要性」、「既存組織の活用」、「行政役割の重要性」が挙げられた。また、「青空の会」
の発展プロセスは、第 1 段階：地域診断による健康課題の明瞭化、第 2 段階：地域の問題への気
づき（意識づけのための学習）、第 3 段階：課題解決のための住民組織づくり・委員会づくり、第 4
段階：主体的な計画、第 5 段階：課題解決のための実践、第 6 段階：コミュニティ・エンパワメントの
順に発展していた。今後の課題として、さらに多数の組織を対象とした設立過程の分析、共通する
課題を明らかにする必要があること、また、本論文で明らかになった地域高齢者ボランティア活動
の運営の課題を改善するために、そして継続的な活動を実施するためには、地域住民の努力およ
び行政や関連組織の具体的な活動支援の方策を共に解決することが重要であると示唆した。 
 
（３）本論文の評価 
 本論文は、地域で行われる自主的な高齢者ボランティア活動の設立過程と継続運営の課題に関
する事例研究である。その研究上の手続きは適切かつ妥当であると判断でき、健康増進に関する
領域を中心とした広義におけるスポーツ科学の進歩に貢献しうる。評価できる第一は、介護予防の
重要性が高まっている社会の動向に伴う地域社会のニーズに応じたテーマであることがあげられる。
高齢者の自立・健康増進がますます重要になっている中、一定の成果を示すことは、社会的な貢
献の可能性からも非常に意義が高いと言える。第二として、地域の自主的な高齢者ボランティア活
動の組織づくりについて、活動内容や設立過程を質的調査で深く記述し、さらに一般化するため
の量的調査方法を用いて、継続運営上の課題ならびに他地域での同様組織構築のための基本
的なモデルを示したことである。第三として、本論文の一部が各専門領域における学術誌におい
て厳正なる査読手続きを経て掲載されていることは、各領域に貢献をなす論文として評価できる。 
 以上の評価より、本論文の審査委員会は、健康増進に関連するスポーツ科学分野の発展に寄
与するものと判断し、本論文が博士（スポーツ科学）の学位を授与するに値するとの結論に達した。 
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